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第1節

人
権
の
尊
重
と
男
女
共
同
参
画
社
会
の

実
現
（
人
権
・
同
和
教
育
、
男
女
共
同
参
画
）

○これまで、同和問題の早急な解決をはじめとしてあらゆる差別をなくし、市

民一人ひとりの人権尊重の確立に向けて全市を挙げて取り組んできました。

しかしながら、同和問題をはじめとして、女性、障害者、子ども、高齢者、

外国人等に対する差別は依然として存在しています。

○人権・同和教育については、これまでの各市町村の取り組みの上にたちなが

ら、新たに新市としての統一的な取り組みを推進していくことが求められま

す。

○国際社会とも連動しながら、男女平等社会の実現に向けてさまざまな法律の

整備や制度の改革が進められてきました。しかし現実には、意識や行動・社

会慣習のなかに女性に対する差別や偏見、男女の役割に対して固定的な考え

方が根強く残り、女性や男性のさまざまな生き方を阻害している現状があり

ます。

○少子高齢化の進展、家族形態や地域社会・経済情勢の変化、高度情報化など

に対応し、豊かで活力ある地域社会を実現するため、市民と行政が一体とな

って男女が互いに人権を尊重しつつ、責任も分かち合い、性別に関わりなく、

その個性と能力を十分に発揮することができる、男女共同参画社会の実現が

早期に望まれます。

基 本 認 識
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人
材
と
文
化
を
つ
く
る
（
生
涯
学
習
都
市
）

人
材
と
文
化
を
つ
く
る
（
生
涯
学
習
都
市
）

第
　
　
章
６

○人権問題の正しい理解と認識を深める啓発活動を積極的に進め、差別のない

社会をめざします。

○同和問題の早期解決に関しては、学校及び社会における人権・同和教育を推

進し、指導体制の充実と意識啓発・研修活動の強化により、差別を許さない

人権意識の高揚を図ります。

○男女があらゆる分野でともに参加し、協力しあえる男女共同参画社会実現の

ための計画を策定するとともに、計画推進体制の整備、市民意識の啓発及び

女性の社会参画促進等を進めます。

「
人
が
ま
ん
な
か
」
で
あ
る
た
め
に

基 本 方 針

計 画

施策の柱
（目標） 施策の目的・概要 主要事業名 目標値等

人権感覚を身につけ、人権意識の高
揚を図るため、学校・社会教育の場
における人権・同和教育の充実を図
るとともに、広報やパンフレット等
による情報提供、意識啓発に努める。

隣保館大規模改
修事業

人権啓発の拠点
施設としてのバ
リアフリー化と
人権情報を提供
する図書室の増
設及び合併浄化
槽設置

学校での指導と家庭・地域における
子どもを取り巻く環境が一体化した
ものとなるよう、家庭・地域に向け
た情報提供、意識啓発に努める。

学校における人
権・同和教育の
指導方針や成
果、課題を公開
し、地域住民と
一体となった人
権・同和教育の
推進

施策

人権感覚の
育成・人権
意識の高揚

家庭・地域
との連携

人権意識の
高揚

学校人権・
同和教育の
推進

幼保・小・
中・高の一
貫 し た 人
権・同和教
育の促進

幼稚園・保育所、小学校・中学校、
高等学校における人権・同和教育の
充実を図るとともに、一貫した教育
方針の確立を図る。

それぞれの段階
に応じて、同和
問題をはじめと
する人権問題解
決への意欲と認
識を計画的・系
統的に深める　

社会人権・
同和教育の
推進

学習活動の
推進

生涯学習講座における人権・同和教
育の充実を図るとともに、職場等に
おける自主的な学習への取り組みを
支援する。

地区交流学習会
事業

公民館を拠点と
した地域の教育
の充実と自主的
な取り組みの支
援及び他機関と
の連携
指導者の育成と
推進体制の確立
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施策の柱
（目標） 施策の目的・概要 主要事業名 目標値等施策

指導体制の
強化

研修事業の推進により、人権・同和
教育の指導者の育成に努める。

各種団体・企業
内での自主学習
ができるリーダ
ーの育成
養成講座の継続
と推進体制の確
立

女性問題に
対する知識
の普及・女
性自身の意
識の高揚

法制度上のみならず、実態的な女性
の地位向上を図るため、男女共に意
識変革を進め、社会全体の性別役割
分担意識を解消し、男女平等意識を
確立するとともに、人権尊重につい
ての認識の浸透を図る。

広報・啓発活動
の実施

人権教育の充
実・啓発

幅広い分野
への女性の
参画促進

社会の対等な構成員として、あらゆ
る分野において共同して参画する機
会を確保するため、女性が多様な生
き方を主体的に選ぶことができる、
選択肢を広げるための各種施策を展
開し、積極的な社会参画への促進を
図る。

仕事と家庭・地
域生活の両立支
援

あらゆる分野に
おける女性登用
割合30％及び
学習機会の充実

男女共同参
画の促進

男女共同参
画計画の策
定

市内の女性の実情やニーズ等を把握
するとともに、行政の各種施策の現
状を評価し、今後の推進施策や推進
体制など必要な事項を総合的・体系
的に明確化する男女共同参画計画を
策定する。

男女共同参画計
画の樹立

平成18年度よ
り調整

行政への女
性参画

政策等の立案及び方針決定過程におけ
る女性の参画を促進するため、各機関
や団体が分野に応じた自主的な取り組
みを促すと同時に、女性のエンパワー
メント＊(能力開花・権限付与)や人材
に関する情報の収集を図る。

自主活動支援 女性団体のネッ
トワーク確立

社会人権・
同和教育の
推進

主 要 事 業

施策 主要事業名 主要事業費
（千円）

人権感覚の育成・人権意識の高揚 隣保館大規模改修事業 25,000  

学習活動の推進 地区交流学習会事業 11,520
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第2節

人
材
と
文
化
を
つ
く
る
（
生
涯
学
習
都
市
）

人
材
と
文
化
を
つ
く
る
（
生
涯
学
習
都
市
）

第
　
　
章
６

児
童
・
青
少
年
の
健
全
な
育
成

（
児
童
・
青
少
年
健
全
育
成
）

○青少年を取り巻く社会環境は、情報化社会への進展や少子化、価値観の多様

化等大きく変化しています。加えて社会的体験の不足などから、社会参加へ

の適応力を欠く青少年の増加等様々な問題が起きており、「いじめ・不登

校・非行問題」は大きな社会問題となっています。

○少年育成センターでは、このような社会情勢を背景に、青少年健全育成活動

の総合的拠点として、子どもの非行やいじめ等がないまちをめざして補導活

動、広報活動、環境浄化活動等に取り組んでいます。

○「四国中央市の子どもを育てる市民会議」等少年補導委員や、諸団体との連

携を深め、青少年問題の認識を深め、安全な生活環境の維持に努めています。

○家庭教育の推進による明るい家庭づくりや子ども会・愛護班等の活動支援、

公民館活動を通じた明るい地域づくりを図ります。

○学校・家庭・地域の連携、有害環境の排除など、市民ぐるみの取り組みを展

開します。

「
人
が
ま
ん
な
か
」
で
あ
る
た
め
に

基 本 認 識

基 本 方 針
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計 画

施策の柱
（目標） 施策の目的・概要 主要事業名 目標値等

家庭教育力の向上や家庭教育の課題
に対応するため、学習機会や情報提
供の充実を図る。

親を交えた学習
機会や相談所の
設置
各種講座の定期
的開催

乳幼児期から思春期までの子育て中
の親を支援するため電話相談、来所
相談、子育て資料の配付など、子育
て相談機能の充実を図る。

関係機関との連
携による相談体
制の充実

施策

学習機会や
情報提供の
充実

家庭教育相
談の充実

青少年教育
と明るい地
域づくりの
推進

青少年健全
育成体制の
確立

青少年の健全育成及び非行防止を図
るため、少年補導員による街頭補導
活動を定期的に行うとともに、ＰＴ
Ａ等関係機関・団体との連携を図り、
青少年の健全育成体制の充実に努め
る。

補導委員謝礼等 公民館単位に青
少年健全育成協
議会の設置

愛護班活動
の育成

単位愛護班の健全な育成発展を図る
ため、指導者の育成や愛護班相互の
連携交流事業を推進する。

指導者の育成に
よる組織の底上
げ
組織率の拡大と
研修会の充実
愛護班の自主的
な運営の確立

明るい家庭
づくりの推
進

安心できる
地域環境づ
くりの推進

青少年にとって有害な社会環境を浄
化するため、青少年に関わり深い業
界の自浄作用が有効に機能するよう
働きかけ、官民一体となった環境浄
化を展開する。
また、近年増加傾向がみられる子ど
もをねらった犯罪や虐待等に対応し、
学校・地域・家庭及び関係機関相互
の連携強化を促進する。

四国中央市の子
どもを育てる市
民会議活動事業

市民会議が主体
となって全市的
に取り組める事
業の推進

主 要 事 業

施策 主要事業名 主要事業費
（千円）

青少年健全育成体制の確立 補導委員謝礼等 15,000 

安心できる地域環境づくりの推進 四国中央市の子どもを育てる市民会議活動
事業

3,200 
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第3節
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第
　
　
章
６

学
校
・
地
域
・
家
庭
が
一
体
と
な
っ
た

教
育
環
境
づ
く
り
（
学
校
教
育
）

○本市には公立９園、私立４園の幼稚園がありますが、少子化による園児数の

減少等により、公私立幼稚園の共存共栄、園運営での非効率化等の問題を抱

えています。さらに、保護者や地域のニーズの多様化により、３歳児就園の

充実や障害児教育、子育て支援についての要望が高まってきています。

施設面では、公立９園のうち、７園が建築後20年以上経過したものであり、

老朽化などにより、大規模な改修工事等の対策が必要となっています。

○完全学校週５日制の下、ゆとりの中で特色ある教育を展開し、家庭や地域社

会との連携を深めながら、児童・生徒に「生きる力」を育成することが、強

く求められています。

○豊かな人間性や社会性、国際社会に生きる日本人としての自覚の育成や自ら

学び、自ら考える力の育成、ゆとりある教育活動を展開する中で、基礎・基

本の確実な定着を図り、個性を生かす教育の充実、各学校が創意工夫を生か

し、特色ある教育、特色ある学校づくりを進めていく必要があります。

○平成16年４月１日現在、本市の学校施設は小学校21校（内１校は休校）、中

学校７校となっています。しかし、これらの建物の大半が建築後20年以上経

過したものであり、老朽化などにより、大規模な改修や改築が必要となって

います。特に、昭和56年以前の耐震基準の設計で建築された校舎については、

「
人
が
ま
ん
な
か
」
で
あ
る
た
め
に

基 本 認 識
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耐震性に問題があるとされており、これらに該当するすべての校舎について

順次、耐震補強や改築、改修を進めていくことが重要な課題となっています。

○本市においても、不登校に対しては様々な努力がなされているところですが、

何らかの指導が必要な児童・生徒への早期の対応が望まれています。

さらに不登校問題に対応するため、適応指導教室の整備充実や学校、適応指

導教室、児童相談所等関係機関のネットワークづくりを進めていく必要があ

ります。

○人権教育については、まず、差別の現実を学び、同和問題をはじめとする

様々な人権問題について正しく認識し、明るい展望を持ち、その問題の解決

に取り組む児童・生徒を育てる教育実践に取り組む必要があります。また、

同和問題解決への確固たる姿勢を確立するために、教職員に対しても人権尊

重についての認識を深める研修に努め、資質の向上を図ることが大切です。

○学校給食は、栄養バランスのとれた食事で健康な体をつくるとともに、自ら

の健康を考える食習慣を養いつつ、児童・生徒同士や児童・生徒と教職員な

ど大人とのコミュニケーションを体験する「生きる力」を育む健康教育の一

環として、極めて重要です。

○昭和52年11月に竣工した三島学校給食センターは、建築後27年を経過してお

り、施設の老朽化が著しく、建て替えが急務です。

○幼児教育に関する様々な相談機能を充実するとともに、幼稚園・保育所と小

学校の連携体制の強化による幼児教育の充実に努めます。

○「豊かな心を育む教育」の充実を図るとともに、家庭や地域、関係機関との

連携による生徒指導の充実、教育相談体制の充実を進めながら、いじめや不

登校などの問題に対応するなど、子どもたちの「生きる力」を育む教育の推

進を図ります。

○自主性や創造性を育みながら各教科の学習や進路指導、障害児教育などの充

実により、「確かな学力」を育成し、個性を活かす教育の推進を図ります。

○学校体育や保健・安全指導、学校給食の充実など健やかな心身の育成を図り

ます。

基 本 方 針
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○地域の教育力を活用するなど体験を取り入れた学習、情報化や国際化に対応

できる学習、環境や福祉に関する学習など、時代に対応した総合的な学習の

時間を充実します。

○研修・研究の充実による教職員の資質向上、学校施設・設備等の整備充実に

よる教育環境の向上、ゆとりある教育環境の創出を図ります。

○学校週５日制の下で、社会教育と連携しながら、子どもの地域活動への参加

促進や家族で生涯学習に取り組める機会の充実を図ります。

○幼稚園、学校施設については、今後の少子高齢化の状況も踏まえ、教育的見

地からみて、適正な規模の児童・生徒数、学級数を考慮した施設の新築、改

築を行うなど教育環境の充実に努めます。

「
人
が
ま
ん
な
か
」
で
あ
る
た
め
に計 画

施策の柱
（目標） 施策の目的・概要 主要事業名 目標値等

幼児の主体的な活動を育むことがで
きるよう、施設・設備の充実を進め、
ゆとりある教育環境の創出を図る。

幼稚園改築事業 幼児の活動に配
慮した施設の整
備

幼児期は、生涯にわたる人間形成の
基礎を培う大切な時期であることか
ら、その発達の特性や実情を考慮し
た適切な指導計画及び指導方法の充
実に努める。

幼児期にふさわ
しい生活の展
開、適切な指導
が実施される調
和のとれた組織
的、発展的な指
導計画の作成

施策

幼児の主体
的な活動に
配慮した教
育環境の充
実

指導計画及
び指導方法
の充実

障害児・外
国人等指導
の充実

障害のある園児や外国人園児等に配
慮した指導の充実に努める。

園生活への適応
を図るととも
に、障害の状態
に即した適切な
指導の実施

地域や保護
者の要請に
応える幼稚
園経営の推
進

地域や保護者のニーズに柔軟に対応
し、地域や保護者の意見を取り入れ
た開かれた幼稚園経営を推進する。

地域に開かれた
幼稚園づくりに
努め、地域の幼
児教育のセンタ
ー的な役割の確
立

幼児の発達
特性等に対
応した幼稚
園教育の充
実

教師間の協
力や家庭へ
の理解啓発
の促進

幼稚園教育や幼児期の教育について
の理解促進と意識啓発を進め、相互
の協力による発達段階に応じた指導
の充実を図る。

幼児の興味や関
心、発達の実情
等に応じた適切
な指導の実施
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施策の柱
（目標） 施策の目的・概要 主要事業名 目標値等

子育てをめぐる不安や疑問などを解
消し、安心して子育てができる環境
をつくるため、幼児教育相談の充実
を図る。

保護者の子育て
に関する不安や
願いを、率直に
相談できる体制
の整備・充実

幼児教育の重要性や多様化する家庭
教育に対応できる指導者を育成する
ため研修及び研修体制を改善しその
充実に努める。

専門職としての
資質・能力の向
上を目指した研
究の充実
組織的・計画的
な研修の実施

施策

だれもが安
心して子育
てができる
幼児教育相
談の充実

資質の向上
を図る研修
体制の改善
と充実

基礎的・基
本的内容の
定着を図る
学習指導の
充実

学びの主体は児童・生徒であるとの
認識に立ち、教える授業から学ぶ学
習への転換を進め、基礎的・基本的
な学習内容の定着を図る。

指導体制や指導
方法を工夫改善
し、個に応じた
きめ細かな指導
による基礎的・
基本的な学習内
容の定着

主体的な学
習態度を身
につけさせ
る学習指導
方法の工夫
改善

自ら考え判断し、表現する主体的な
学びを身につけさせるために、ティ
ームティーチング＊（複数教師配置）
の導入など多様な学習指導方法を確
立する。

体験的な学習や
問題解決的な学
習を重視した指
導方法の工夫

幼児の発達
特性等に対
応した幼稚
園教育の充
実

実態に即し
た生徒指導
体制の確立

児童・生徒、学校、地域の実態を的
確に把握し、家庭、地域社会、関係
機関との連携を図った生徒指導体制
を確立する。

全教職員による
生徒指導体制の
整備
健全育成のため
の適切な指導の
実施

豊かな心と
たくましい
身体を育む
教育の推進

積極的に体
験活動を取
り入れた学
ぶ楽しさを
味わえる学
習活動の創
造

児童・生徒が学ぶ楽しさを味わえる
よう、積極的に体験活動を取り入れ
た学習の充実を図る。

主体的に学ぶ力
を身に付け、論
理的な思考力や
判断力、表現力
などの資質や能
力の育成

児童・生徒
の内面理解
を図る相談
機能の充実

適応指導教室＊などの教育相談の機能
を生かし、児童・生徒理解の深化を
図り、問題行動の未然防止に努める。

児童生徒や保護
者が悩みや願い
を率直に相談で
きる校内での体
制の整備・充実

発達段階に
即した心の
教育の充実

幼児期から発達段階に即した心の教
育の充実に努め、豊かな人間性の育
成を図る。

豊かな体験を通
して児童生徒の
内面に根ざした
道徳性の育成

学校体育・
健康教育の
推進

生涯体育及び健康の保持増進の基礎
を培う学校体育・健康教育を推進す
る。

積極的に運動に
親しみ、健康の
保持増進に努め
る資質や能力の
育成
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施策の柱
（目標） 施策の目的・概要 主要事業名 目標値等

食べることの大事さ、食べ物はどの
ようにして作られるのか、食べ物を
育てた大地や自然のすばらしさを感
じる心を育て、好ましい食習慣を身
につける食育を推進する。

食に関する指導
体制を整備し、
望ましい食習慣
の習得

児童・生徒の健やかな成長と健康の保
持・増進を促すとともに、正しい食習慣
の習得、さらに、児童・生徒相互や教職
員とのふれあいを醸成するため、学校給
食の内容の充実を図るとともに、施設・
設備の充実、衛生管理の強化を図る。

三島学校給食セ
ンター改築工事

地元産食材使用
を現状の2倍と
し、安全で効率
的な学校給食の
実施

施策

食育＊の推
進

学校給食の
充実

自立と生き
がいを育む
障害児教育
の充実

適正な就学
を図る就学
指導の推進

障害のある児童・生徒の就学を適正
に行うため、障害の状態や特性等を
的確に把握し、関係部署・機関と連
携した教育相談機能の充実を図りな
がら就学指導を推進する。

校内就学指導体
制を充実し、児
童生徒一人一人
の障害に対する
正しい理解と認
識を深める適切
な就学指導

個を生かす
指導方法の
工夫

専門的な教員の確保・育成を図りな
がら、障害の状態や特性等に応じた
個を生かす指導方法の工夫に努める。

児童生徒の実態
に応じた教育課
程の編成と指導
の改善・充実

豊かな心と
たくましい
身体を育む
教育の推進

社会性や人
間性を育む
交流教育の
推進

交流教育や理解啓発活動を促進し、
社会性、人間性を養うとともに、障
害児教育に対する理解推進を図る。

交流教育を通し
た児童生徒の幅
広い体験による
視野の広い豊か
な人間の形成

情報活用能
力を育てる
情報教育の
充実

コンピュータのハード・ソフトの充
実に努め、教育活動全体を通して情
報活用能力の育成を図る。

児童生徒の発達段
階に応じた情報通
信手段の積極的な
活用による情報活
用能力の育成

世界の人々
と共に生き
る国際理解
教育の推進

自分の考えや意見を表現できるコミ
ュニケーション能力の育成を図り、
国際社会に生きる人間の育成をめざ
す。

広い視野をも
ち、異文化を尊
重し、国際社会
に主体的に対応
できる能力や態
度の育成

環境教育の
充実

環境問題に対する正しい知識の習得
と課題に積極的に取り組む意識の醸
成を図る。

環境への理解を
深め、環境を大
切にする心、自
ら行動する実践
的な態度や資
質、能力の育成

新しい時代
に対応する
教育の推進

情操・福祉
教育の充実

高齢者や障害者等、社会的に弱い立
場にある人に対し、人権を尊重し共
に生きる意識をもった人間を育成す
るため、ボランティア活動等を通じ
た情操・福祉教育の充実を図る。

自他の生命や人権
を尊重する精神に
立ち、互いに認め
合い共に生きてい
こうとする実践的
な態度の育成
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幼稚園、小・中学校
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施策の柱
（目標） 施策の目的・概要 主要事業名 目標値等施策

一人ひとり
の夢を育む
創意と工夫
あふれる教
育環境の充
実

学校規模の
適正化と適
正配置の検
討

地区別の人口推移を勘案しながら、
学校規模の適正化及び適正配置につ
いて検討を進める。

学校規模の適正
化と適正配置の
検討

学校施設・
設備・教材
等の整備充
実

学校規模の適正化・適正配置の検討
を踏まえつつ、また、時代の教育ニ
ーズへの対応を進めるため、学校施
設及び設備・教材等の整備充実を計
画的に進める。

小学校・中学校
改築事業

教育的見地から
みて適正な規模
の児童・生徒
数、学級数を考
慮した教育環境
の整備

特色ある学
校づくりの
推進

創意を生かした特色ある教育課程の
編成と実施に努め、特色ある学校づ
くりを推進する。

地域や学校、児
童生徒の実態等
を的確に把握・
分析し、自校の
教育課題を明確
にした教育課程
の編成・実施・
評価

地域に根ざ
す開かれた
学校づくり
の推進

学校が持つ教育情報や施設を積極的
に地域に提供するとともに地域の声
や教育力を学校教育に生かすなど、
学校、家庭、地域が連携・協力する
開かれた学校づくりを進める。

家庭や地域社会
との連携を深
め、学校内外を
通じた児童生徒
の生活の充実・
活性化

校内安全の
確保

障害のある子どもに対応した施設の
バリアフリーを進めるとともに、不
審者対策の強化など校内における安
全性の確保を促進する。

児童生徒の安全
確保の徹底と教
職員の危機管理
意識の向上によ
るマニュアル＊

の検証、改善
教職員の資
質の向上

多様化、複雑化する教育課題に対応
するため、教職員の研修・研究の充
実による資質向上を促進する。

教職員としての
実践的指導力と
人間的魅力を深
めるための専門
的、実践的な研
修の実施

主 要 事 業

施策 主要事業名 主要事業費
（千円）

幼児の主体的な活動に配慮した教
育環境の充実

幼稚園改築事業
199,827 

学校給食の充実 三島学校給食センター改築工事 717,050 

学校施設・設備・教材等の整備充
実

小学校・中学校改築事業
7,316,242 
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○市内には、３つの高等学校があり、普通科、商業科、情報デザイン科が設置

されています。しかし、県立看護専門学校以外に、高等学校以上の高等教育

施設である専門学校や短大、大学が設置されていないのが現状です。

○紙・紙加工業が基幹産業である本市にとって、工業系の教育科目の設置や今

後の情報化社会に対応できる人材育成のため情報系の科目の充実が求められ

ています。

○既存の産業やベンチャー企業の起業、育成を担う人材を確保するため、愛媛

県紙産業研究センターとの連携や専門学校、短大、大学の誘致による高度で

専門的な人材の育成が必要となっています。

○工業系・情報系学科の充実など高等学校における教育内容の充実を促進しま

す。

○専門学校や短大・大学など、高度で専門的な人材育成機関の立地を促進しま

す。

○奨学金制度の充実により、高度な教育機会の確保を図ります。

「
人
が
ま
ん
な
か
」
で
あ
る
た
め
に

基 本 認 識

基 本 方 針
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主 要 事 業

施策 主要事業名 主要事業費
（千円）

奨学金制度の充実 （財）川之江奨学会及び（財）三島奨学会
への補助と奨学金制度活用の促進

500

計 画

施策の柱
（目標） 施策の目的・概要 主要事業名 目標値等

一人ひとりの学ぶ意欲を大切にし、
高等教育を受ける機会を支援する奨
学金制度の充実を図る。

（財）川之江奨
学会及び（財）
三島奨学会への
補助と奨学金制
度活用の促進

奨学金制度の活
用促進と制度の
充実

高等学校における教育内容の充実及
び施設・設備等の充実を促進する。

県への陳情・要
望による充実促
進

施策

奨学金制度
の充実

高等学校教
育内容及び
施設・設備
の充実促進

高度な教育
機関の立地
促進

市民の高度な教育機会の充実を図る
ため、専門学校等の教育機関の立地
を促進する。

高等教育機関の
誘致等の検討

一人ひとり
の学びを大
切にする就
学支援

高度な教育
機会の充実
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の
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進
（
生
涯
学
習
）

○生涯学習が平成２年に生涯学習振興法で法制化され、社会教育という概念に

とらわれず生涯を通じて学ぶ姿勢を支援するため、乳幼児期から高齢期に至

る生涯教育に関する様々な学習の機会を提供するとともに施設整備の推進を

図ってきました。

○今後の課題として、国際化・高度情報化・少子高齢化等著しく変化する社会

の中で、市民の高度化・多様化する学習需要に応じた基盤整備を進め、生涯

学習の一層の振興を図る必要があります。

○公民館については、生涯学習ニーズの高まりにより、生涯学習の地域拠点と

して重要性が高まりを見せています。

○公民館は、市内に20館（川之江地区６館、伊予三島地区７館、土居地区６館、

新宮地区１館）の地区公民館が設置され、それぞれ地域の特色を生かした活

動を展開しています。

○公民館の運営体制については、川之江・伊予三島・新宮地区は正規職員を配

置する直営方式となっていますが、土居地区は平成11年度より委託方式を取

り入れ、地域公民館運営委員会に管理・運営を委ねています。両方式の得失

を整理分析し、適正な管理・運営についての方向性を見極める必要がありま

す。

「
人
が
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」
で
あ
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に

基 本 認 識
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○子どもが自然とふれあえる体験学習の場として、新宮少年自然の家が設置さ

れていますが、施設・設備面で十分ではない状況であり、塩塚登山ルート休

憩所の改修もあわせた早期の改善が望まれます。

○施設・設備については、高齢化・情報化等の課題を勘案し順次改築等の整備

を進めるとともに備品設備を充実させ、多様化・高度化・専門化する学習要

望に応える学習環境の整備に努める必要があります。

○｢生涯学習社会｣の実現をめざし、生涯学習基本構想を策定します。

○市民の多様な学習ニーズに応えられるよう、行政と市民が一体となった生涯

学習推進体制の確立、公民館、図書館をはじめ、多様な生涯学習拠点の整備

により、「いつでも・どこでも・だれでも」学習が可能となる環境づくりに

努めます。

○公民館事業における学習メニューの充実・多様化や人材バンクなどを活用し

た講師・指導者の確保・育成に努めます。

○学習の成果をまちづくりに活かす生涯学習まちづくり・ボランティア活動の

育成に努めます。

○学校教育と社会教育が一体となった事業の展開を図り、活力ある生涯学習社

会の形成をめざします。

基 本 方 針

計 画

施策の柱
（目標） 施策の目的・概要 主要事業名 目標値等

生涯学習を総合的かつ効果的に推進
するため生涯学習推進体制の充実を
図り、関係部局との連絡調整を密に
し、全庁的に推進する。

生涯学習推進本
部の設置

施策

推進体制の
整備

生涯学習推
進体制の確
立

連携・協力
体制の確立
による生涯
学習の振興

県・市・民間との連携と協力を進め
ながら、関係団体の支援等を推進し、
生涯学習の振興を図る。

生涯学習支援体
制の拡充

多様な要求
に応える学
習機会の充
実

公民館事業
等学習機会
の充実

公民館は生涯学習の拠点として、市
民ニーズと時代変化に即応した定期
講座やレクリエーションを実施する
など、学習機会の充実に努める。

公民館整備事業 学習需要に応じ
た施設整備と事
業の充実

幼児期の学
習の推進

「生涯学習の原点としての家庭教育力
向上」を目的に、親と子どものふれあ
いの大切さを学ぶ機会の充実を図る。

家庭教育に関す
る学習機会の拡
大
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施策の柱
（目標） 施策の目的・概要 主要事業名 目標値等

健康・体力の維持増進、地域連帯意
識のかん養と社会参加の促進、自己
啓発活動の奨励等を図る機会の充実
に努める。

成人期の学習機
会の充実

施策

成人期の学
習の推進

学習相談機
能の充実

学習機会、内容、方法などについて、
適切な助言が出来るよう研修活動を
充実するとともに、生涯学習に関す
る相談機能の充実に努める。

研修機会の充実
と相談窓口の設
置

青少年期の
学習の推進

健全な心身の育成と健康・体力づく
り、地域活動や社会参加の促進、国
際理解等を図るため、適切な事業や
学習機会を充実する。

ボランティア活
動や自然体験活
動などの学習機
会の提供

高齢期の学
習の推進

高齢者の生活環境や体力などに応じ、
日常生活の中で出来るスポーツ･レク
リエーション活動、生きがいづくり
につながる学習機会を提供し学習活
動への奨励･援助に努める。

高齢期の学習機
会の充実

世代を超え
た学習の推
進

健康・体力づくり、芸術・文化活動、
住みよい生活環境づくり、安全意識
の啓発等学習機会の充実に努める。

現代的課題に対
応した学習機会
の提供

学習情報の
提供と学習
相談の充実

生涯学習デ
ータバンク
の整備

「いつ･どこで･なにを・どのように学
べるか」についての学習情報を適時･
適切に提供できる生涯学習のデータ
バンクの整備を図る。

生涯学習情報提
供システムの開
発と運用

多様なメデ
ィアの活用
による情報
提供の充実

ＣＡＴＶ、インターネット、新聞等
の各種メディアを活用して、各種情
報の提供を図る。

各種メディアへ
の情報提供の充
実

指導者の養
成と人材確
保

指導者養成
と学習機会
の充実

市民の多様な学習活動を支援し、幅
広い分野の多彩な指導者の養成に努
める。また、生涯学習に関する指導
者の資質の向上を図るため研修機会
の充実に努める。

指導者養成講座
の開設と研修機
会の提供

生涯学習人
材データバ
ン ク の 整
備・活用

優れた知識や、技術を持った人材を
発掘し、登録する人材バンクの整備
を図るとともにその活用を図る。

生涯学習情報提
供システムとの
連携

生涯学習関
連施設の活
用促進

生涯学習関連施設間の連携協力を推
進し、学校の教育機能･施設の開放な
ど既存の生涯学習関連施設の活用促
進に努める。

生涯学習関連施
設における学習
機会の提供

生涯学習の
拠点づくり

生涯学習関
連施設の整
備･充実

民間施設の活用も含め、生涯学習関
連施設の整備･充実に努める。

新宮少年自然の
家整備事業

学習需要に応じ
た施設整備

多様な要求
に応える学
習機会の充
実

図書館資料
等の整備充
実

市民の読書ニーズに応えるため、図
書館施設・設備の充実を図るととも
に、蔵書・資料等の整備に努める。

図書館資料等整
備事業

蔵書冊数を国の
基準に増やし、
市民の要望に対
応できる図書の
整備
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施策の柱
（目標） 施策の目的・概要 主要事業名 目標値等施策

図書館コン
ピュータシ
ステムの整
備

市内3図書館をオンラインで結び、資
料の総合管理と貸出・返却・予約及
び相互貸借を行い、迅速な資料の提
供による利用サービスの向上を図る。
また、市内3図書館と公民館等との情
報通信ネットワークを利用した図書
サービスの提供に努める。

市内3図書館と
公民館及び小中
学校図書館など
にも拡大した図
書サービスの充
実

生涯学習の
拠点づくり

主 要 事 業

施策 主要事業名 主要事業費
（千円）

公民館事業等学習機会の充実 公民館整備事業 949,000 

生涯学習関連施設の整備･充実 新宮少年自然の家整備事業 30,500 

図書館資料等の整備充実 図書館資料等整備事業 250,000 



基
本
計
画

217

第6節

人
材
と
文
化
を
つ
く
る
（
生
涯
学
習
都
市
）

人
材
と
文
化
を
つ
く
る
（
生
涯
学
習
都
市
）

第
　
　
章
６

豊
か
な
地
域
文
化
の
創
造
（
地
域
文
化
）

○本市の文化振興を図るため、市文化祭や各部会の作品展・発表会等の文化活

動の育成を支援しています。

○文化協会は、平成16年度に連絡協議会を立ち上げ、四国中央市文化協会の設

立準備が進められていますが、旧市町村文化協会の会則等の相違、文化施設

整備状況の違いなど課題も多く、合併に至っていません。

○有形・無形の文化財は現在までに至る地域文化を代表するものであり、これ

らを保護すると同時に、整備・活用を図ることにより過去と未来をつなぐ現

在の地域文化として育む必要があります。

○文化の香り高いまちづくりを進めるため、市民の自主的な文化活動の育成を

図るとともに、各種芸術文化施設の充実及び利用の促進に努めます。

○特色ある伝統文化を後世に伝えるため、史跡や文化財を保全・整備するとと

もに、各種地域史・資料の発掘・調査と、その保全・活用に努め、郷土の歴

史・文化に対する市民意識を醸成します。

○民俗芸能や伝統行事の保護・継承に努め、後継者の育成を図ります。

「
人
が
ま
ん
な
か
」
で
あ
る
た
め
に

基 本 認 識

基 本 方 針
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計 画

施策の柱
（目標） 施策の目的・概要 主要事業名 目標値等

文化協会の活動を支援することによ
り協会の機能充実を図り、文化全般
の振興を図る。

文化祭
芸能発表会

郷土文化の向上
と発展及び地域
文化事業の充実
文化祭、芸能発
表会の開催、各
部活動の充実
会員の増加によ
る組織強化
会報内容の充実

芸術や文化活動の場として、また、
市民が優れた芸術文化にふれられる
場として、活動団体の意向を反映さ
せながら既存の文化施設の整備充実
を図る。

老朽化した設備
等の施設整備

利用者需要に即
応できる設備等
の提供
展示品の定期的
入替による固定
化の防止

施策

文化関連団
体の支援・
育成

文化施設の
整備充実

文化活動推
進体制の充
実

文化施設の
整備充実

文化活動指
導 者 の 確
保・育成

市民の文化に対する認識と、創造性
の啓発により、文化活動の振興を図
るとともに、文化協会を核とした組
織機能の充実により指導者の育成を
図る。

文化講演会
人権講演会
部活動の展示会

ふるさと文化等
の伝承発展
人権・同和問題
学習による会員
の資質向上
著名な講師によ
る文化講座の開
催と文化活動の
指導者の育成

芸術文化活
動の振興

芸術鑑賞機
会及び文化
活動参加機
会の充実

市民の芸術創作活動の振興と豊かな
情操を育むため、独自企画等文化関
連イベントの充実を図り、芸術鑑賞
の機会を提供するとともに各種文化
活動の場と機会の提供を図る。

四国中央ふれあ
い大学事業
土居文化会館の
ホールイベント
生きがい講座作
品展・発表会・
ロビー展

賛助企業の拡大
市民の自主的な
芸術創作活動の
支援
集客率100％
鑑賞者1,000名
以上
美術・絵画館で
の芸術鑑賞

民間による
芸術文化施
設の整備促
進

商業施設の整備等に際し、文化的な
機能をもたせるなど、地域文化に資
する施設の整備を促進する。

イベント時の施
設の提供及び事
業アドバイス

年２回以上

文化財の調
査・保護

文化財学習
の推進

歴史民俗資料館を文化財学習の拠点
として、講座や教室を開催するとと
もに、関係機関等との連携により郷
土の歴史を学ぶ場の提供と学習を支
援する。

市民講座開設 各種講座等の定
期的開催
市内文化財見学
を開催　　
文化財と郷土の
歴史を学習する
拠点の整備
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施策の柱
（目標） 施策の目的・概要 主要事業名 目標値等施策

文 化 財 調
査・保護活
動の推進

市内に存在する文化財を調査し、記
録保存に努めるとともに、広報等に
よる文化財の紹介と保護を呼びかけ、
文化財に対する理解と認識を深める。
また文化財保護団体の育成を図る。

古墳公園整備事
業
市内遺跡発掘調
査事業（遺跡詳
細分布調査）

埋蔵文化財包蔵
地の把握と精緻
な包蔵地地図の
作成
古墳公園の整備
文化財解説書等
及び啓発パンフ
レットの作成
市報及びインタ
ーネットに文化
財掲載

民俗芸能や
伝統行事の
保護・継承

民俗芸能や
伝統行事の
保護

地域特有の民俗芸能や伝統行事を後
世に伝えるため、市民に広く披露で
きる場の提供、歴史的活動を理解す
るための学習機会の充実を図り保護
に努める。

民俗芸能保存事
業

民俗芸能発表会
の開催
四国中央TV
での放映

民俗芸能や
伝統行事の
継承

民俗芸能や伝統行事の保存活動をし
ている団体の存続、充実を図るため、
若年層を対象とした伝承講座、学習
会等を開催し、後継者の育成に努め
る。

各種講座の定期
的開催
民俗芸能と伝統
行事講座の開催

文化財の調
査・保護

主 要 事 業

施策 主要事業名 主要事業費
（千円）

芸術鑑賞機会及び文化活動参加機
会の充実

四国中央ふれあい大学事業
土居文化会館のホールイベント
生きがい講座作品展・発表会・ロビー展

84,000 

文化財調査・保護活動の推進 古墳公園整備事業
市内遺跡発掘調査事業（遺跡詳細分布調査）

217,900 
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社会教育・体育施設
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第7節
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○高齢化の進展、自由時間の増大等が進むなか、市民の一人ひとりが生涯の各

時期にわたって、いつでも、どこでも身近にスポーツ活動に親しめることが

重要であり、生涯スポーツ社会実現のための条件整備が大変重要になります。

○市民の健康づくりや交流活動を深めるため、スポーツ・レクリエーション環

境づくりが強く求められています。

○本市においては、体育館３館と14の屋外体育施設及び学校体育施設を含めた

身近なスポーツ施設が整備されており、今後はこれら施設の有効活用及び適

切な維持管理の推進が必要です。

○スポーツ活動の振興のために、旧市町村単位の体育協会の合併を推進すると

ともに、指導者の確保・育成、多様なスポーツ活動の機会の提供を図ること

が必要です。

○近年、体力の減退が懸念される小中学生については、学校体育との連携を図

りながら、スポーツ少年団事業の拡充及び組織・団体の育成、身近な活動の

場の確保に努めます。

基 本 認 識
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○生涯スポーツの観点から、スポーツ・レクリエーション活動の普及促進に努

め、体育施設などの整備を進めます。

○ライフステージやニーズに応じた活動メニューの整備と指導者の確保・育成

に努めます。

○余暇時間の有効な活用のため、豊かな自然資源を活かした余暇活動拠点の充

実を図ります。

「
人
が
ま
ん
な
か
」
で
あ
る
た
め
に

基 本 方 針

計 画

施策の柱
（目標） 施策の目的・概要 主要事業名 目標値等

市民の心身の健康増進を通して、公
正で健全な社会を築くため、指導者
の育成、施設の計画的整備、スポー
ツ活動への参加支援を促進するため、
スポーツ振興基本法に基づきスポー
ツ振興計画を策定する。

スポーツ振興計
画策定

平成20年度策
定・運用

多様化する市民の健康志向に対応す
るため既存スポーツ・レクリエーシ
ョン施設を充実させるとともに、森
林や海浜等の自然を活かした余暇施
設の充実を図る。

市民の余暇活動
が充足できる施
設の整備

施策

スポーツ振
興計画の策
定

スポーツ・
レクリエー
ション施設
及び余暇施
設の充実

学校体育施
設の効果的
な活用

地域・職域におけるスポーツ団体に
とって身近なスポーツ活動の場とな
る小・中学校の体育施設開放事業に
おける利用システムの充実を図る。

市民の余暇活動
が充足できる施
設の活用

スポーツ・
レクリエー
ション活動
の振興

スポーツ・
レクリエー
ション施設
及び余暇施
設の充実

スポーツ・
レクリエー
ション関連
団 体 の 支
援・育成

体育協会を中心としてスポーツ団体
を育成・強化することにより、スポ
ーツを愛好する個人やグループを支
援し活動の振興を図る。

スポーツ団体活
動支援事業

平成29年度開
催予定の愛媛国
体に向けてスポ
ーツ人口35％

スポーツ・
レクリエー
ション指導
者の人材確
保・育成

スポーツ活動の多様化に対応できる
指導者を養成し、スポーツリーダー
バンク＊を推進することにより、地域、
職域等における指導者の確保に努め
る。

スポーツ・レク
リエーション指
導者育成事業

平成29年度開
催予定の愛媛国
体に向けて指導
者人口3％

健康体力相
談室の充実

医師、保健師、栄養士、トレーナー
等が一体となり、健康・体力づくり
に効果的で安全なプログラムを提供
する相談室の整備を図る。

健康体力相談室
開設事業

スポーツ教室等
における健康体
力づくりカリキ
ュラムの導入

新たなスポ
ーツの導入

体力や身体のハンデキャップに左右
されない、気軽に行えるスポーツ種
目の導入を図る。

スポーツチャレ
ンジラリー･ニ
ュースポーツ＊

促進事業

四国規模の大会
の開催
3,000人参加



224

主 要 事 業

施策 主要事業名 主要事業費
（千円）

スポーツ振興計画の策定 スポーツ振興計画策定 10,000 

健康体力相談室の充実 健康体力相談室開設事業 1,600 

スポーツ・レクリエーション関連
団体の支援・育成

スポーツ団体活動支援事業
151,000

新たなスポーツの導入 スポーツチャレンジラリー・ニュースポー
ツ促進事業

1,000 
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○本市では、国際化時代の的確な対応を図るため、国際交流員招致事業、外国

語指導助手招致事業を実施するとともに、国際交流の核となる民間団体の育

成を図り、市民への国際理解の環境づくりとサポート事業、中学生海外派遣

事業、外国人受入事業、市内在住外国人と市民との交流事業等を推進してき

ました。

○平成7年には、旧川之江市が中国宣城市との間に友好都市締結を行い（四国

中央市としては平成17年度調印）、民間経済交流や市民草の根交流の支援に

努めてきました。また、海外の小・中学校とホームステイなどによる相互交

流を続けている民間団体や学校等もあります。

○これらの取組みを踏まえ、より一層国際交流活動を促進していくため、国際

交流を目的とした団体のさらなる育成を図り、市民の国際認識と理解を深め

るとともに、国際化に向けた推進体制の整備を図っていく必要があります。

「
人
が
ま
ん
な
か
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で
あ
る
た
め
に

基 本 認 識
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○姉妹都市や各自治体との交流事業の発展的・継続的な推進を図るとともに、

市民主体の交流活動の育成に努めます。

○農山村・漁村と都市との交流など本市の地域資源や人材を活かした幅広い地

域との多様な交流を支援します。

○国際化に対応した人材を育成し、国際友好都市等との交流事業の発展的・継

続的な推進を図るとともに、民間交流活動への支援など市民主体の交流団体

の育成に努めます。

○青少年の海外派遣など、国際交流機会の充実を図ります。

○四国の交流拠点都市としての中核的な役割を果たす文化交流施設を整備しま

す。

○市内に在住する外国人や来訪する外国人に対する情報の提供、外国語表記の

案内板の設置などによる交流環境の整備を進めます。

基 本 方 針

計 画

施策の柱
（目標） 施策の目的・概要 主要事業名 目標値等

学校教育、生涯学習の場における外
国語教育の充実を図る。
また、在住外国人等への支援体制に
努めつつ、国際化に向けた市民の国
際感覚、国際親善、国際協力の醸成
を促進する。

国際交流員招致
事業
外国青年招致事
業（教育委員会）

外国人講師によ
る市民への外国
語教育の充実
市協会在住外国
人支援グループ
の活動促進

施策

国際感覚の
醸成・語学
学習の促進

国際化に対
応した人づ
くりの推進

友好都市等
との交流活
動の推進

姉妹都市交
流等の推進

中国・宜城市との相互交流事業を充
実するとともに、その他の世界都市
との交流を検討し、市民の国際環境
に関する理解を深める一助とする。

姉妹都市交流事
業
中学生海外派遣
事業
ホームステイ受
入事業(四国中央
市国際交流協会
補助金交付事業
に含まれる）

宣城市民との文
化交流及び人材
交流
NZクライスト
チャーチ市民と
の交流
ヒルモートン校
との交流促進

民間交流団
体の育成

市民が主体となった国際交流組織の
育成を図り、自主的な交流活動を促
進する。

四国中央市国際
交流協会補助金
交付事業
川之江国際交流
協会補助金交付
事業　

国際交流協会の
活動事業の促進
会員の拡充によ
る組織の自主運
営
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涯
学
習
都
市
）
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施策の柱
（目標） 施策の目的・概要 主要事業名 目標値等

在住外国人の地域社会における生活
の円滑化を図るため、情報誌やイン
ターネット等を活用し生活情報の提
供を行うとともに、外国人以外の市
民へ国際化事業に関する情報等の提
供を行い国際化の進展に寄与する。

外国人支援事業
（四国中央市国
際交流協会補助
金交付事業に含
まれる）

市国際交流協会
ホームページの
充実
英語、中国語記
事の作成

施策

情報提供の
充実

港湾の交流
機能の整備

港湾整備にあわせ、外国人や船員等
の憩い・ふれあいの場など、国際港
湾としての機能整備を促進する。

金子地区シンボ
ル緑地構想
金子地区休息緑
地構想
大江地区休息緑
地構想

イベント広場、
シーメンズセン
ター整備等、親
水護岸、芝生広
場、魚釣護岸、
遊歩道等整備

外国人にや
さしいまち
づくりの推
進

都市環境の
整備

外国人が暮らしやすく、訪れやすい
まちづくりを進めるため、外国語標
記による案内板の設置を進める。

外国人のための
環境整備事業
（四国中央市国
際交流協会補助
金交付事業に含
まれる）

市内公共施設の
英語、中国語標
記による案内板
設置

交流基盤の
整備

コンベンシ
ョン施設の
整備

広域的なコンベンション機能を有す
る施設の整備を進める。

四国中央文化ホ
ール（仮称）建
設事業

平成23～24年
度建設

多様な地域
との交流の
促進

多様な地域
間交流の推
進

国内における姉妹都市等の締結につ
いて検討するとともに、民間・市民
が主体となった多様な地域間交流の
促進を図る。

市民が主体とな
る交流の支援

農漁村・都
市交流事業
の展開

地域農業や漁業、観光の活性化を図
るため、関西圏などの都市住民との
交流事業の推進を図る。

広域間交流の促
進

主 要 事 業

施策 主要事業名 主要事業費
（千円）

国際感覚の醸成・語学学習の促進 国際交流員招致事業
外国青年招致事業（教育委員会）

59,400 

民間交流団体の育成 四国中央市国際交流協会補助金交付事業
川之江国際交流協会補助金交付事業

20,000 

姉妹都市交流等の推進 姉妹都市交流事業
中学生海外派遣事業
ホームステイ受入事業(四国中央市国際交
流協会補助金交付事業に含まれる）

60,000 

コンベンション施設の整備 四国中央文化ホール（仮称）建設事業 6,000,000 


